
             

        

 安心安全な生活環境を 

           城南地区自治会長会 

はじめまして。令和４年度城南地区の自治会長会会長に選任されました酒井博之です。 

日頃は自治会活動にご協力いただきまして、会員の皆様には感謝しております。 

私は城南地区の南の端に位置する栗栖野に居住しています。栗栖野自治会は、行政区は城

南地区ですが、小学校区は古市小学校にお世話になっており、私自身も古市小学校に通って

おりました。そのため、城南地区の自治会の関係等には解らないところがあり、住民の方々

に多々ご迷惑をおかけすることもあるかと思います。 

城南地区には、消防団で大変お世話になりました。消防団で活動中、真南条地区で発生し

た豪雨災害により、がけ崩れ、床上、床下浸水や河川の氾濫等を見てきた事があり、その際

には、改めて水の怖さを実感し、防災の大切さを感じる事がありました。 

 今年は、６月１９日に丹波篠山市城南地区総合防災訓練を開催することができ、訓練は

「御所谷断層を震源とする震度６強の地震」が発生したとの想定で、各自治会の公民館を一

時避難所として退避する訓練や、安否確認を実施しました。その事により住民同士の絆がよ

り深まったのではないかと思われます。また、昨今、日本各地で発生している災害が、城南

地区でも発生しないとは言い切れません。その際には、地区住民全員の生命を守る行動が、

今年の訓練を通じて少しでも役に立てれば幸いかと思います。 

 現在、自治会運営や城南地区まちづくり

協議会を通じて住民の方々に安心安全な生

活環境ができるように協議を行っておりま

すが、新型ウィルスの蔓延により思うよう

な活動が出来ておりません。自治会活動は

会員皆様のご協力が無ければ成り立ちませ

ん。今後とも、ご意見並びにご協力のほ

ど、よろしくお願いいたします。 
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みんなのコミセン 
コミセン(コミュニティセンター)は、住民の生活や文化の

向上を図り、福祉の増進に寄与するための施設です。城南地

区には、コミュニティセンター城南会館(城南コミセン)があ

ります。城南コミセンも他の施設と同様に、地区の皆様に、

健康、福祉、趣味などで活用していただいています。 

現在は、城南児童クラブ(月曜日から土曜日まで)や、いきいき塾(毎週火曜日)をはじ

め、コーラス(水曜日)や手芸(第 2火曜日、第 4土曜日)、舞踊(土曜日)などのサークルの

皆様が使用されています。この他に、城南地区の自治会やまちづくり協議会が諸会合や集

会等で使用しています。使用できる部屋は、3室あります。どうぞご活用ください。 

お問い合わせは、右記に連絡ください。      079-594-1736(事務局 安原) 

毎月、各自治会が分担して城南コミセンの清掃をしていただいています。おかげでいつ

もきれいな会館となっています。皆様、ありがとうございます。 

   
会議室(2階)     和室(1階)    研修室(1階)     エレベーター 

 

「地域の子をみんなで育む」 
「子どもたちを、学校と保護者、地域が一緒になって育んでいこう」というねらいで設

置されている「学校運営協議会制度」について城南小学校の小林校長先生に聞きました。 

『学校運営協議会を設置して取り組んでいる学校を「コミュニティ・スクール(コミス

ク)」と呼びます。丹波篠山市ではすべての学校で設置されています。全国でたくさんの

学校が取り組んでいます。委員の皆さんは、保護者や自治会、関係団体、地域の方々など

です。みんなで、「こんな子どもに育ってほしい」「そのために、どんなことができるだ

ろう」ということを話し合い、活動されています。ただ、ここ２、３年は新型コロナウイ

ルス感染症対策で、集まる機会が減り、計画した活動ができないこともありました。しか

し、どの委員さんも子どもが大好きで、それぞれの立場で学校と地域の架け橋となって活

動していただいています。ありがたく思っています』と、話していただきました。 

城南地区の子どもたちが通っている城南小学校とお隣の古市小学校は、共に、今年、創

立１５０周年を迎えます。それぞれの学校運営協議会では、「１５０周年事業への協力」

とともに「安全・安心な学校」のためにいろ

いろな活動をされています。 

私たち、まちづくり協議会も一緒になって

「城南地区の子どもたち」をみんなで育んで

いきたいと思っています。            


